
修士論文題 目 ･アブス トラク ト

9.シーライ ト型 AB(Mo0.),のラマン散乱

竹中 博満

Rare-earthmolybdate,R2(Mo04)3はレーザー物質などへの応用の

可能性が指摘されており､相転移 と関連 して多 くの研究が行われている｡

Double-molybdate,A◆B3◆(Mo0.)2に関しても同様に多 くの研究が行われてい

る｡ その中でもシーライ ト型に属するものは rare-earthmolybdateと同様な

応用の可能性が高いされている｡ しかし､その物箆の研究は少ない｡

そこで本研究では､ この物質に関してラマン散乱の手法を用いることに

より分光学的な研究を行なった｡

NaLa (Mo0.)Zに関 しては Ramakrishnanらによってラマン散乱ス

ペク トルが報告されているが､本研究においては彼 らによって報告されていない

モー ドを新たに兄 いだした｡ 単結晶のラマン散乱の偏光特性から､ 90cm-1にお

けるモー ドがMo0-2~イオンのBg振動モー ドであることがわかった｡ そして､

NaxLaH_x),3(Mo0.)2 (0≦Ⅹ≦1)のスペク トルの結果から､ 750,

860, 922cTn-1におけるモー ドはシーライ ト型結晶 M2◆MoO42~のM2◆の位

置にNa◆やLa3◆が orderする (cationordering)ことによって現れたモード

であることがわか った｡

また､LiLa-,NaNd-,LiNd(Mo0.)2に関 してラマン散

乱スペク トルを槻測 し､ NaLa くM o O )̀～のスペク トル との比較によりそれら

のモー ドの同定を行なった｡ そ して､それ らにもNaLa (M o 0.)2において

扱測された cationorderingによるモー ドが観測された｡ NaLa(MoÒ)2

の高圧ラマン散乱の実験を行ない､各モードの圧力依存性が Jayaramanらによっ

て報告されているようなシーライ ト型結晶と同様であることがわかった｡

それに加え､ シーライ ト型結晶 M2◆Mo0-21(M:Ca,Ba,Sr,

Pb)に関 して Tarteらによって報告されているMo0-2~イオンのAg回転モー

ドの周波数 とM2◆イオンの イオン半径 との線形な関係､そ してMo0-2-イオンの

内部振動 vlモー ドの周波数 とM2◆イオンのイオン化Jポテンシャルとの繰形な関係

がともに本研究におけるシーライ ト型 double･motybdateの場合においても成立

することがわかった｡

LiNd (Mo0.)2において Kalyakinらによって相転移が和浩されて

いるが､本研究での高温におけるラマン散乱スペク トルの規測からは確認されな

かった｡
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